
（5）広報うらそえ　2011年9月1日 2011年9月1日　広報うらそえ（4）

８月１日（月）、蒲郡市役所にて、儀間浦添市長と金
原蒲郡市長による「災害時の情報発信に関する応
援協定書」調印式が行われました。 

災害で浦添市ホーム
ページがダウンしたと
きに、蒲郡市ホーム
ページで浦添市の災害
情報が閲覧できます！

防
災
意
識
を
高
め
て

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で

す
。８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日

ま
で
の
期
間
は「
防
災
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
一
環

と
し
て
浦
添
市
で
は
９
月
３
日

（
土
）正
午
に
防
災
無
線
に
よ

る
一
斉
放
送
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。災
害
時
に
は
注
意
喚
起

や
避
難
誘
導
な
ど
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
、市
で
は
安
全
な
避
難
を

テ
ー
マ
に
８
月
30
日
か
ら
９
月

９
日
ま
で「
防
災
フ
ェ
ア
」を
開

催
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
て
避
難
の
際
に
持
っ
て

逃
げ
る「
非
常
持
出
品
」、災
害

時
に
備
え
て
お
く
べ
き「
非
常

備
蓄
品
」や「
防
災
準
備
品
」、

そ
し
て
避
難
時
の
服
装
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、

災
害
発
生
時
に
本
当
に
必
要
な

も
の
を
再
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。不
測
の
事
態
に

備
え
て「
非
常
持
ち
出
し
品
」

や「
非
常
備
蓄
品
」、「
防
災
準

備
品
」を
用
意
し
て
お
く
と
安

心
で
す
。下
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

　

し
か
し
、買
い
占
め
や
廃
棄

に
つ
な
が
る
よ
う
な
過
剰
な
備

蓄
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

適
量
を
常
時
管
理
し
、賞
味
期

限
が
近
づ
い
て
き
た
ら
買
い
替

え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
室　

☎
８
７
６-

１
２
３
４（
内
線
２
０
２
１
）

災
害
時
に
備
え
て
お
く
も
の

　

浦
添
市
は
、9
月
5
日
に
災

害
時
の
緊
急
的
な
避
難
施
設

と
し
て
、次
の
３
施
設
と
協
定

を
結
び
ま
す
。

※

各
地
域
の
避
難
場
所
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
上
の

サ
イ
ト
内
検
索
で「
避
難
先
」

を
検
索
↓「
ご
存
じ
で
す
か
？

も
し
も
の
時
の
避
難
先
」を
ク

リ
ッ
ク
。

　

主
に
観
光
客
や
地
域
住
民

を
対
象
と
し
、災
害
が
発
生
し

た
場
合
、営
業
時
間
中
は
一時
的

に
避
難
場
所
と
な
り
ま
す
。

★
サ
ン
エ
ー
マ
チ
ナ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
（
城
間
２
０
０
８
番
地
１
）

★
サ
ン
エ
ー
経
塚
シ
テ
ィ

　
（
経
塚
６
５
２
番
１
）

　

主
に
外
国
人
や
地
域
住
民

を
対
象
と
し
、こ
れ
ま
で
の
県

立
浦
添
工
業
高
校
に
代
わ
り
、

災
害
時
に
は
避
難
所
に
な
り

ま
す
。

★
国
際
協
力
機
構 

沖
縄
国
際

セ
ン
タ
ー

　
（
前
田
１
１
４
３
番
地
１
）

難
施
設
」の
協
定
を
結
び
ま
す
！

新
た
に「
民
間
協
力
緊
急
一
時
避

　

地
震
や
津
波
、台
風
な
ど
災

害
に
対
し
て
早
め
に
対
策
を

打
っ
て
お
く
こ
と
が
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。こ
の
防
災
週
間
を
き
っ
か

け
に
、ご
自
宅
な
ど
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

①
柱
、土
台
や
屋
根
な
ど
を
点
検

し
、老
朽
化
し
て
い
る
も
の
は
補

強
を
し
て
お
く
。

②
家
具
等
の
転
倒
、落
下
を
防
止

す
る
た
め
、留
め
金
な
ど
で
固
定

す
る
。

③
懐
中
電
灯
や
消
火
器
を
使
い
や

す
い
と
こ
ろ
に
備
え
て
お
く
。

④
床
に
飛
散
し
た
ガ
ラ
ス
に
よ
る

ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め
に
厚
手
の
ス

リ
ッ
パ
や
運
動
靴
を
用
意
す
る
。

⑤
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
備

え
て
指
定
の
避

難
所
を
家
族
で

確
認
し
て
お
く
。

最
小
限
に
抑
え
る
５
つ
の
カ
ギ

事
前
の
対
策
が
被
害
を

 

今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、東
北
地
方

の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

地
震
直
後
か
ら
、岩
手
県
、宮

城
県
、福
島
県
の
各
市
町
村
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、ア
ク
セ
ス
の

急
増
、サ
ー
バ
ー・通
信
機
器・通

信
回
線
の
損
壊
な
ど
の
影
響

で
、閲
覧
が
で
き
な
い
状
態
が

続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、被
災
地
の
姉
妹
都

市
で
は
、地
震
発
生
直
後
か
ら

被
害
の
状
況
等
を
毎
日
途
絶
え

る
こ
と
な
く
、被
災
地
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
代
わ
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
代
行
発
信
を
行

い
、的
確
な
情
報
を
発
信
し
続

け
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、東
日
本
大
震
災
か
ら

学
ん
だ
災
害
時
情
報
手
段
の

閲
覧
で
き
な
い
状
態
に

災
害
時
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が

教
訓
を
十
分
に
活
か
す
た
め
、

浦
添
市
と
友
好
都
市
提
携
し

て
い
る
愛
知
県
蒲
郡
市
と
で
、

災
害
時
に
的
確
な
情
報
を
市

民
の
皆
さ
ん
が
取
得
で
き
る
よ

う
に
、８
月
１
日
、「
災
害
時
の

情
報
発
信
に
関
す
る
応
援
協
定

書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、浦
添
市
ま
た

は
蒲
郡
市
に
お
い
て
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
、ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
閲
覧
が
で
き
な
い
状
態
に

備
え
、被
害
の
状
況
、避
難
所
の

情
報
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す

る
情
報
等
を
、相
互

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
代
行
発
信
す
る

応
援
協
力
体
制
を

目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

　

今
後
大
規
模
な

災
害
な
ど
が
発
生

し
浦
添
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で

き
な
い
場
合
は
、蒲

郡
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
の
災
害
情
報
を
発
信

蒲
郡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

保
険
証
、預
貯
金
通
帳
、印

鑑
、権
利
書
な
ど
の
貴
重
品
は

保
管
場
所
を
決
め
て
お
く
と
、

す
ぐ
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
少
の
現
金
も
用

意
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

貴
重
品
の
保
管
方
法

友
好
都
市
か
ら
災
害
情
報
を
発
信

９月１日は
防災の日

災害時に持って逃げるものです。両手が使えるようにリュックサックなどに入れておき、
玄関など持ち出しやすい場所に置いておくことをお勧めします。男性で15㎏以下、女
性は10㎏以下を目安にまとめておきましょう。

●非常持出品

□ 携帯ラジオ　□ 電池　□ 携帯電話の簡易充電器　□ ライター
□ 軍手　□ 缶切り・ナイフ　□ 水（500㎖×４本）　□ 雨具
□ ヘルメット（無ければ４つ折りしたバスタオル）
□ 下着類　□ ティッシュ　□ 懐中電灯
□ 非常食（チョコレート、ビスケット、缶詰、インスタント食品など）
□ 救急医療品（絆創膏、傷薬、解熱剤、風邪薬、常備薬など）

□ 食料品（缶詰やレトルト食品など）
□ 燃料（卓上コンロ、予備のガスボンベ）
□ 毛布・寝袋　□ 水（３ℓ）
□ ラップ・食器類
□ 使い捨てカイロ・マスク
□ 予備の眼鏡

□ 貴重品（通帳・印鑑・健康保険証）
□ 公衆電話を利用するための10円玉
※小さな子供がいる家庭は、紙オムツや離乳食、ミルク、哺乳瓶なども。

地震などによって停電や断水、ガスの停止など、
ライフラインが途絶えてしまう可能性がありま
す。そのような時に自宅で自ら生活できるように
準備しておくものです。飲料水や食料品は、一人
につき３日分が目安です。

●非常備蓄品
地震直後の火事や家屋の
倒壊に備え、脱出や救出に
必要なものや防寒具も準備
しておきましょう。

●防災準備品

□ 工具（のこぎり、

バールなど）
ジャッキ、スコップ、

□ 防水シート
□ はしご
□ ロープ
□ 毛布

浦
添
市
と
蒲
郡
市
が「
災
害
時
の
情
報
発
信
に
関
す
る
応
援
協
定
書
」を
締
結

http://www.city.gamagori.lg.jp

蒲郡市 検索


